
　土壌汚染対策法の施行に伴い，わが国の市街地
や産業用地における土壌・地質汚染の実態が明ら
かにされつつあり，汚染事例の件数も増加してい
る。土壌・地質汚染には，火山や温泉のような自
然起源によるものと，産業や人間生活に起因する
人為起源がある。土壌汚染対策法は，人為的原因
によるものだけが対象であるが，自然起源による
有害物質のバックグラウンド値が有意に高いレベ
ルを示す地域もあり，人為的汚染と自然汚染の区
別がつきにくい場合がある。とくに，自然起源の
汚染問題の把握には，地質学の知見に基づく科学
的な対応が求められる。
　この小特集は，土壌汚染対策法の施行以後明ら
かとなった土壌汚染に関わるさまざまな問題点を
取り上げ，土壌汚染の調査，回復，管理の実例を
通して，現在我々が直面する土壌汚染問題に対し
て環境地質学が果たすべき役割を考えるものであ
る。以下，本小特集に掲載され論文について簡単
に紹介する。
　駒井（2007）は，わが国の土壌汚染の実態を
概観し，汚染問題を正しく理解するため環境地質
学の重要性を指摘している。とくに，汚染に関わ

る基礎データの現状について論じている。
　土屋ほか（2007）は，自然起源の重金属元素
の存在状態を把握するため，岩石および土壌圏に
おける重金属類の分布と母岩からの重金属の移行
プロセスを解析し，河川に沿って移動する物質の
化学形態の役割について考察したものである。
　丸茂（2007）は，上記論文で扱ったような重
金属類の起源を識別するための基礎として，重金
属の堆積物への濃縮メカニズムや地下水への溶出
特性などの地球科学的な知見を述べている。
　奥村ほか（2007）は，重金属類の化学的形態
と地域的な偏在について検討し，トンネル掘削時
に見られる重金属類の溶出に対する措置とその社
会影響について考察している。
　土壌環境には，粘土鉱物や種々の金属元素のほ
かに，生物の遺骸に起因する腐食物質が存在して
おり，土壌の生成や自然的な汚染浄化に重要な役
割を果たしている。福嶋（2007）は，腐食物質
の分析や特性把握に基づいて土壌中の存在形態を
検討し，汚染物質の自然浄化作用に寄与する腐植
物質の機能解明を行った。
　一方，人為的な起源の有害化学物質による土
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壌・地下水汚染が数多く発生している。代表的な
汚染事例として，竹内（2007）は有機塩素化合
物による地下水汚染を取り上げ，これまで微生物
の活動が少ないとされた難透水層の観測結果か
ら，シルト層や泥層において微生物分解が活発に
生じていること，難透水層が汚染物質の自然減衰
に寄与していることなどを明らかにした。
　増岡ほか（2007）は，水平浄化壁による土壌
浸透水の硝酸性窒素浄化技術を紹介し，水平浄化
壁を自然地盤に対して適用した現場実証試験を通
じて硝酸性窒素の自然減衰効果を有することを実
証している。
　二見（2007）は，鉛などの重金属による土壌
汚染に対して土壌の分級，比重選別，表面研磨に
基づく物理的な浄化を適用し，実用的な汚染土壌
の浄化技術を提案している。
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